別紙様式１
年度 学生活動助成金（研究活動支援事業・社会貢献支援事業）申請書（兼　推薦書）
年度　申請区分を選択してください。への応募について、下記学生の支援事業申請を推薦します。 
                 　　 年  月  日 
           指導教員氏名*      　　　　　　     印（*自署または記名押印） 
 
	入学年度 
	所属学部・研究科 
	所属年次 
	学生番号
	電話番号
	メールアドレス

	 
	 
	 
	 
	
	 

	学生氏名（ふりがな） 
	（          　　　　　　　   ） 



	プロジェクト名
	

	要求額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	プロジェクトの概要：

	申請理由　

	要
求
額
内
訳

	区           分
	数量
	単価
	金      額
	備       考

	
	











	












	　
円










	
円










	












	
	計
	
	
	
	


※手書きの場合は黒色のペン（鉛筆不可）で記入し、スキャンすること 


別紙様式２

年度 学生活動助成金（海外活動支援事業）  海外渡航申請書 （兼 推薦書）
年度　海外活動支援事業への応募について、下記学生の海外渡航申請を推薦します。 
                 　　 年  月  日 
           指導教員氏名*      　　　　　　     印（*自署または記名押印） 
 
	入学年度 
	所属学部・研究科 
	所属年次 
	学生番号
	電話番号
	メールアドレス

	 
	 
	 
	
	
	 

	学生氏名（ふりがな） 
	（          　　　　　　　   ） 


 
	【計画名（30字以内）】 

	【渡航予定国】 
	【渡航予定期間】 
   　　　　　　　　　月 ～  月 （約  日間） 

	計画内容 ※2 ページを上限として記入のこと。 
審査基準：1．自ら計画した渡航の目的が明確であり、到達目標や得られる成果を含めわかりやすく記載されていること。 
  　　    2．渡航に対するリスクの可能性を認識し、予防策・対応策などを考えた計画であること。 
3．基金の使用用途について、計画を持っていること。 
（※研究室や財団等からの資金援助を受ける（予定含む）場合は、その内容を具体的に記載すること。） 

	 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

	【今回の渡航にかかる所要経費（見込）】※概算で結構です。 
《渡航費》   　　　  円   《     費》     　　　 円 
《滞在費》    　　　 円   《     費》    　　　  円   合計：     　　　　　　 円 
 
※（該当がある場合のみ）他の資金援助の内容：                        


※手書きの場合は黒色のペン（鉛筆不可）で記入し、スキャンすること  


別紙様式３

年度 学生活動助成金実施報告書
                                                                        
	対象となる事業
	事業区分を選択してください。  　　(←対象となる事業を選択)

	
プロジェクト等の名称
	


	
代表者名
	

	
配分額
	
千円

	




目的及び
事業の概要
	

	








成果及び
目的の達成度
	

	


今後の予定・課題等

	

	
備　　　考
	


　　
（注）１．箇条書き等により簡明に記載すること。
２．「研究活動」の報告書については、学会発表・論文（研究報告）投稿、競争的資金への応募等についても記載してください。
３．当該年度中に農学部総務係　n-kaikei@miyazaki-u.ac.jp（担当：岩城・森永）
へ提出してください。





年度 学生活動助成金実施に関するアンケート・広報シート
                                                                        
	代表者名
	　

	
プロジェクト等の名称
	


	本事業に関する意見

・今回の助成金事業を通して得られた経験

・事業の良かった点

・改善してほしい点

・その他、自由にご意見をお聞かせください。
	例：この助成事業を通じて、実践的な研究プロジェクトに取り組む経験を得ることができました。特に、専門的な指導を受けながら自分だけの研究テーマを深めることができ、他の学生や研究者とのネットワーキングの機会も非常に有意義でした。

例：この助成事業に感謝していますが、助成額については少し心配がありました。もう少し助成額が多ければ、学会参加にかかる交通費や宿泊費などの経費をもっとカバーでき、より多くのセッションに集中して参加できたと思います。今後の改善を期待しております。

例：全体的には非常に有意義な助成事業でした。今後もこのようなチャンスが定期的に提供されることを願っています。助成を受けて得た知識と経験が、将来的にはさらに多くの学生に影響を与えることを期待します。


	ホームページ及び関連する広報資料に掲載するコメント
	例：この助成事業に参加できたことは大変価値がありました。専門的なリソースへのアクセスが私の研究を一段と深め、未来への確固たるステップを築く助けとなりました。

例：この助成事業の支援で学会に参加できたことは素晴らしい機会でした。専門家たちと直接交流し、最新の研究トレンドを学ぶことができ、私の学術的見識が格段に深まりました。


	ホームページ及び関連する広報資料に掲載する写真
※掲載許可がある写真のみをお送りください。また、他の参加者が写っている写真についても、その方々の許可を得てからご提供をお願いいたします。
	

	上記の写真の説明
	


　　
（注）１．報告書とともに当該年度中に農学部総務係　n-kaikei@miyazaki-u.ac.jp（担当：岩城・
森永）へ提出してください。
２．上記の写真含め広報のため、別途、画像ファイルでの写真（１～５枚程度）の提供をお願いいたします。


